
賃料未払い（２０２４年１０月１４日掲載）

まず賃貸借契約書の内容確認を

【質問】

　私はマンションの一室を貸しています。賃料の未払いが半年続いたので、賃貸借

契約を解除して、出ていってもらいたいのですが、どうすればよいでしょうか。

　

【回答】

　賃貸借契約書がある場合、賃貸借契約書の内容を確認し、無催告解除の特約があ

るかどうかを確認してください。

　無催告解除の特約がない場合、相手方に相当の支払期限（５日～１０日程度）を

定め、その未払い賃料の支払いを請求し、その期間内に支払いがないときは、相手

方に契約解除を通知するのが一般的かと考えます。請求の通知には「支払期限内に

支払いがない場合、契約を解除する」との文言を入れて構いません。

　無催告解除の特約があった場合、半年の賃料未払いですので、前記催告は不要と

考えられ、請求することなく、契約解除の通知を送付してもよいと考えます。また、

特約がない場合でも、催告によらない解除のことが民法５４２条に列挙されていま

すので、気になる方は確認してください。

　賃貸借契約が解除されれば、賃借人は部屋を利用する権利を失うので、相手方に

対し、部屋から立ち退いて明け渡すように請求することができます。賃貸借契約の

解除の通知を送ったにもかかわらず、相手方が部屋から立ち退く動きを見せない場

合、訴訟を提起し、部屋の明け渡しと滞納賃料などの支払いを求めることになりま

す。

　そして、裁判所から判決をもらっても出ていってくれないときは、強制執行手続

により貸していた部屋の明け渡しなどをしてもらうことになります。

（弁護士　木下智仁）

　


